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授業の到達目標
心理学とは何を学ぶ学問であるか、また、どのように研究され、現
在の形になったのか、心理学の成り立ち、実験心理学から社会的行
動、臨床的問題に至る歴史について概観し人の心の基本的な仕組み
及び働きについて基礎的な理解を深める。このクラスでは、KAISEI
パーソナリティのI（知性）とE（倫理）とを養う。

授業の概要
ヴントを祖とする科学的な心理学の世界では、人間の感覚や知覚に
関する理論において、どのような研究が課題であったか、それは同
様に学習認知の研究においてはどのような展開を見せてきたのか、
思考や言語という領域においてはどのような知見が新たに必要と
なったのか、人格を捉えるうえで、そのような知見は十分であった
のか、臨床的な視点で人間に変容をもたらすとはどのようなことで
あるのか、また現在の心理学が抱える課題について、具体的な資料
を挙げながら概観する。

授業計画
１.  オリエンテーション　心理学が誕生するまで
２.  行動主義と学習理論1
３.  行動主義と学習理論2
４.  感覚・知覚（ゲシュタルト心理学）1
５.  感覚・知覚（ゲシュタルト心理学）2
６.  発達心理学1
７.  発達心理学2
８.  認知心理学
９.  動機づけ・情動
10.  社会的行動理論
11.  人格の形成
12.  人格の評価
13.  臨床心理学1
14.  臨床心理学2
15.  総括・期末テスト

授業の方法
講義と単元内容（実験・行動・学習・ゲシュタルト・発達・認知・
社会的行動理論・人格・臨床）に相応した課題に毎時間回答しなが

ら学習を進める。

準備学修
Webで参照すること。

課題・評価方法
平常点30点、定期試験70%

欠席について
欠席は１回で3点、遅刻は2点の減点とする。欠席5回を超えた場合は
不合格とする。

テキスト
『心理学の最先端』あいり出版　2013

参考図書
授業中に適宜紹介する。

留意事項
毎回小テストを実施するので、予習復習を徹底すること。小テスト
結果は平常点に加算する。

教員連絡先
nakaue@kaisei.ac.jp

オフィスアワー
直接教員に質問したい場合は、オフィスアワーを活用すること。各
教員のオフィスアワーの日時については教務課前掲示板を確認のこ
と。

総合科目 < 総合科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

心理学概論 11317 Ⅰ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

中植 満美子 選択 2 臨床心理士、教育相談員（神戸市教育委員会）、
小・中スクールカウンセラー（神戸市）

授業の到達目標
情報活用をする前の基礎知識として、「数学」、「表計算」、「情
報検索」、「ビジネス」をキーワードにこれらの基本的な内容を習
得してもらう。
さらに、本講義は、自らを律して積極的に授業を受講することによ
り、情報活用の基礎知識をより深く理解することにより、「KAISEI
パーソナリティー」のＩ（知性）とＡ（自律）を身につけてもらう
ことを目標とする。

授業の概要
パソコン、インターネット、さまざまなアプリケーションソフトが
個人レベルに普及し、社会の情報化が急速に進んできた。しかしな
がら、これらがそろったからといってビジネスチャンスをつかみ、
成功できるとは限らない。これらから届く大量の情報を上手に活用
するためには、「情報活用のための基礎知識や技術」を習得してお
く必要がある。本講義では、まず、情報活用に必要な数学を割合な
ど初歩から徹底し、データ処理に使用する表計算のしくみについて
学習する。さらに、大量の情報から正しい情報を取り出せるよう情
報検索の基礎知識を学ぶ。最後にビジネスとコンピュータについて
概観する。

授業計画
１.  情報活用に必要な数学1～Ｎ進法
２.  情報活用に必要な数学2～割合
３.  情報活用に必要な数学3～統計
４.  表計算のしくみ1～計算式
５.  表計算のしくみ2～論理式
６.  表計算のしくみ3～相対参照と絶対参照
７.  情報検索の基礎1～ＩＴに関する基礎知識
８.  情報検索の基礎2～一次情報と二次情報
９.  情報検索の基礎3～情報管理の方法
10.  情報検索の基礎4～基礎知識のまとめ
11.  ビジネスとコンピュータ1～文書作法
12.  ビジネスとコンピュータ2～簿記
13.  有価証券報告書の読み方1
14.  有価証券報告書の読み方2
15.  まとめを行ってから試験をする

授業の方法
講義と授業内容の理解を深めるための発表を取り入れる。

準備学修
初回の授業が始まる前までに、テキストの前半部分を簡単に眺めて
おくこと。

課題・評価方法
平常点30%、定期試験70%

欠席について
欠席が5回を超えた場合は、不合格とする。

テキスト
プリントを配布する。

留意事項
本講義は、全国大学実務教育協会認定の「情報処理士」資格取得に
必要な科目である。

総合科目 < 総合科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

情報活用の基礎知識 11313 Ⅰ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

埴岡 忠清 選択 2
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目
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授業の到達目標
家族についての基礎知識を習得する。現代社会における家族関係の
問題に科学的に接近できる。このクラスではKAISEIパーソナリティ
のＩ(知性)を養う。

授業の概要
家族関係への科学的接近は、様々な専門分野から可能である。この
講義では、主に家族社会学の立場から家族の諸相に接近を試みる。
まず、家族についての基礎知識、家族関係の基本的問題を解説す
る。また、現代日本の家族が直面している問題をとりあげ、家族関
係のあり方について考え議論する機会を設ける。さらに、家族の先
端的研究を紹介するとともに、歴史学、人口学、心理学、人類学、
法学などの隣接科学における家族研究の蓄積にも学ぶこととする。

授業計画
１.  家族とは
２.  家族に関する基礎知識　１
３.  家族に関する基礎知識　２
４.  配偶者の選択
５.  結婚と夫婦関係
６.  離婚・再婚と家族関係
７.  ライフコースと家族
８.  子どもの養育と家族関係　１
９.  子どもの養育と家族関係　２
10.  中年期の家族関係
11.  高齢期の家族関係
12.  家族に関する政策と法
13.  家族と社会的ネットワーク
14.  家族の変化と家族関係
15.  まとめ

授業の方法
講義に加えて、プレゼンテーションやディスカッションをとりいれ
る。

準備学修
Webで参照すること。60時間。

課題・評価方法
レポートの提出を求め、授業中にフィードバックを行う。
平常点30％、定期試験70％

欠席について
欠席1回につき2点減点する。

テキスト
森岡清美・望月嵩『新しい家族社会学』培風館

参考図書
授業中に必要に応じて指示する。

留意事項
「家庭支援論」を履修する前に、この科目を履修することが望まし
い。

教員連絡先
yumi@kaisei.ac.jp

オフィスアワー
直接教員に質問したい場合は、オフィスアワーを活用すること。
各教員のオフィスアワーの日時については教務課前掲示板を確認の
こと。

総合科目 < 総合科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

現代家族関係論 11365 Ⅱ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

浅井 由美 選択 2

授業の到達目標
この授業は、簿記の初学者に対し、簿記の基本概念、計算原理、作
成技術などを説明する。到達目標は、日本商工会議所簿記検定3級の
基本部分を習得することである。さらに、この授業は、自らを律し
て積極的に受講することにより、全世界で使用されている簿記の知
識をより深く理解することにより、「KAISEIパーソナリティー」の
Ｉ（知性）とＩｎ（国際性）とＡ（自律）を身につけてもらうこと
を目標とする。

授業の概要
簿記とは、お金の計算を会計帳簿に記入することである。授業は、
日々の取引がどのように記録されているのか，また決算においてど
のような手続きが行われているのかを説明する。簿記を修得するた
めには，解説を聞くだけでなく，自ら電卓を持ち、問題の反復練習
が重要になる。本授業では、授業で学んだことを実践的に確認する
ために、具体的な記帳練習を行いながら講義する。

授業計画
１.  簿記の基礎
２.  仕訳①～商品売買
３.  仕訳②～現金・当座預金・当座借越・小口現金
４.  仕訳③～手形
５.  仕訳④～貸付金・借入金他・有価証券
６.  仕訳⑤～その他の債権債務
７.  仕訳⑥～消耗品の処理・固定資産と減価償却
８.  仕訳⑦～租税公課と資本金
９.  仕訳⑧～費用・収益の繰延べと見越し
10.  決算①～帳簿への記入
11.  決算②～試算表の作成
12.  決算③～伝票制度
13.  決算④～精算表と財務諸表
14.  決算⑤～帳簿の締め切り
15.  まとめを行ってから試験をする

授業の方法
講義と演習問題を多く取り入れて授業をする。

準備学修
授業の始まる前には、必ず予習をすること。

課題・評価方法
平常点30%、定期試験70%

欠席について
欠席が5回を超えた場合は、不合格とする。

テキスト
「スッキリわかる　日商簿記３級」　　ＴＡＣ出版

留意事項
電卓は必要なので持参すること。本講義は、全国大学実務教育協会
「情報処理士」の認定に必要な科目である。

総合科目 < 総合科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

簿記会計学 11357 Ⅱ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

埴岡 忠清 選択 2 税理士
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